
○
二

月
の

行
事

き
勺

二
月

（平）

○
望

＝
望

月
の

こ
と
で
、

満
月

を
指
す

き
さ

ら
ぎ

如
　
月

日
　

曜
日
　

干
　

支
　

九
星
　
　
　
　
　
　

行
　
　
　
　
　
事

１
日

火
き

宕
万
回
禄
　
朔
一

四
時

四
六
分
、

旧
元
日
、

島
根
出
雲

大
社
福
神
祭
、

。
　
　

福
井
永
平
寺
涅
槃
会
摂
心
（
７

日
迄
）
　
　

旧
壬
寅
正
月
大

２
日

水
尽
え
い

心
五

黄
尾
鷲
ま

つ
り
（
１

日
～

５
且

３
日

水
ひ
回
　

ゐ
六

白
不節
成分
就`
日豆
ま
き
、

奈
良
春
日
大
社
万
灯
籠
、

４
日

金
っ
あ
え

ね
七

赤
立
春
五

時
五

一
分

５
日

土
っ
ち
宕
う
し

八
白

一
粒

万
倍
日

６
日

日
か

？
ヒ
ら
九

紫
新
宮
神
倉
神
社
火
祭

７
日

月
お
ご
　

う
一

白
松旧
山七
椿草
Ｌ

対
日逞
飃
｀
の

水
口

Ｅ
゛

石
寺
蘇
民
祭

牛
宿
　
　
（
訌
顫

旧
暦

六
輝

中
段

艾
宿

下
段

朔
先
勝
な

る
觜

万
よ
し

日
出
入

引
０
８

６
１
７

ニ
友
引
お

え
参
五
む

日
６．４１
７．０９１

暗二立
剣黒春
殺生の
西星節
南のよ
方月り
心

月
出
入

満
潮

干
潮

１． ３８　 ６． ５４

１８．１ １　 １６．５８

６． ２７　 ５． ５５

三
先
負
ひ

才
井
大
字
つ
６．４０
７．１０
８．１３
９．２
１

１
　
１

四
佛
滅
？

才
鬼

母
倉
６
．
３
９

７
．
１
１

８
．
４
４

０
．
２
７

１
　
２

８
２
２

五
大
安
ご

づ
柳
４
ヽ

『
｀
　６．３
１７．１
９
コ

６． ５５

１７．５７　１７．１ １　１６．３５

０． １８　１１ ．５５　１１ １６

１２．３２　 －　 ２３．３９

７． ２１

１８．３６

二
六

旧
正

月
大

５
２

０
７

る
こ

と
で

も
な

い
が

、
「

立
春
」

０
１３
は
陰
暦

の
正

月
で

、
太

陰
太
陽

２１ ．３０

７． ４５

１９ ．１５

１． ２２

１３．４２

六
赤
口
た

つ
星

で
日
６
．
３
７

７
．
１
３

９
．
３
９

２
．
３
１

１
　
２

８． ０７

１９ ．５７

丶． ４９

１４．１９

七
先
勝
宍

で
張

よ
日
６
．
３
６

Ｊ
０．０５
３．３０
８．２９
０．４７
２．１２
５．０１

１
１

２
　

２
　
１

８
日

火
ふ
づ
９
え
っ

二
黒

Ｏ
　上
弦
匸
一

時
五

〇
分
ヽ
こ

と
始
め
ヽ

針
供

養
八

友
引

ふ
つ

翼
大
字
つ
６
．
３
５

７
．１
５
？

１
１

９
日

水
み
、
つ

宕
亡
二
碧

天
一

天
上

１
０

日
木

あ
え

う
一

回
緑

１
１

日
金

具
谷
っ
じ

五
黄

初
午

、
京

都
伏

見
稲

荷
初
午
祭
、

笠
間

稲
荷

初
午
祭
、

加
賀

菅
生

石
部
祭
、

福
島
信
土
合
二

山
暁

参
り
、
一

粒
万

倍
日

Ｌ
亜］
建
国
記
念
の
日
ヽ

不
奈
成
良
就
橿

日
原

神
宮
例
祭
、

１
２

日
土

尽
え

さ
る

六
白

水
戸
梅
ま

っ
り
（
３

月
２０
日
迄
）

１
３

日
日

尽
ご

ヒ
リ

七
赤

１
４

日
１

つ
白

い
早

螽
打
打
訌
‥
い
、

５
　

’
　
　
　
　
　
　紫
旧
小
正
月
、

全
国
緑
化
キ
ャ

ン
ペ

ー
ン
、

１
日

火
っ
ち
？

ゐ
九
　
ね
は

ん
会
、
横
手
か
ま
く
ら
、

三
隣
亡

１
６

日
水

お
え
　
お
一

白
全
国
狩
猟
禁
止
、

日
蓮
聖
人
誕
生
会

１
７

日
水

壱
－
つ
と

蕉
海
‰
誤

脱
円
鷁
蒜
万
岳
、

１
８

日
金
そ
っ

り
否
ら
三
碧

１
９

日
土
そ
つ

宕
う
回
禄

雨
水

一
時

四
三
分
、

詰
問
文
藻
ま
、

２
０

日
日

き
？

た
っ

丑
黄

旧
二

十
日
正
月

２
１

日
月

き
宕
　

こ
ハ
白

２
２

日
火

尽
え

う
ま

七
赤

二
の
午
、

一
粒

万
倍
口

２
３

日
水

尽
５
つ
じ

八
白
京
Ｌ
亜
］

都
天
醍
皇
醐
誕
寺
生
五
日

大
｀

力
尊
仁
王
会

娶
木
っ
あ

ま
九
紫
討
悶
悶
訌
Ｌ
犬
む

２
５

日
金

っ
ち

宕
ビ
リ
ー

白
京
都
北

野
天

満
宮
梅
花
祭

２
６

日
土

お
え

い
心

二
黒

福
井
勝
山
左
義
長
祭
、
良
忍
上
人
忌

２
７

日
日

お
ご
　
ゐ
三

碧
三
隣
亡
、
不
成
就
口

２
８

日
月

ふ
づ

？
心

四
禄

八
せ

ん
始
め

九
先
負
心
い
ら

軫
ぢ
う
日

６
．
３
４

心
１．０
３

１
１

暦
日
上
、

二
月

初
頭

に
は
「
立

春
」

と
い

う
春

め
い

た
節

日
が

設
け

ら
れ

て
い

る
が

、
気

候
的
、

気
温
的
に
は
、

雪
ま
た
は

冷
雨

の
日

が
多
く
、

ま
だ

ま
だ

寒
波
、

寒
風

の
荒

れ
狂

う
と

き
で

あ
る
。

【
冠

】
と

く
に
こ
の

項
に

入
れ

る
こ

と
で

も
な

い
が

、
「

立
春
」

暦
を

使
用

す
る

東
洋

の
占

い
上

の
新

年
の

起
点

と
さ

れ
て
い

る
。

し
た

が
っ

て
表

紙
裏

の
年

齢
早

見
表

に
も

説
明

が
あ

る
よ

う
に

、
立

春
前

日
の

節
分

ま
で

は
、

前
年

の
生

ま
れ

年
に
な
る
。

５
３

５
２

３
２

５
７
　

こ
の

月
は

１
ヵ

月
最
少
日
の

＆
ｎ

ｌ
１５
．

特
異

月
で

、
し

か
も

ほ
ぼ

四
年

０． ２９

９． ２１

２３．５２

２． ４８

十
佛
滅
え
ん
角

神
よ

し
６．３３
７．１７
１．３７
１．２８

１
１

十
一

大
安

ご
ら

亢
大
今
う

６
．
３
２

７
．
１
８

２
．
１
６

２
．
２
６

１
１

９． ５９
－

２． ２６

１８．５３　１７．２１

４． １３

１１ ．０６

６． ３６

２０ ．０２

１
９

１
３

６
１

十
二

赤
口

や
ぶ

る
氏

月
と

く
６．３
７
』

Ｈ
３．２

４
．１
３．３

１
１
　
　
１

０
０

２
５

十
三

先
勝

あ
や

ふ
房

十
し
６
．３
１７．２
１３
．５
４．１

十
四

友
引

な
る
心

８． ３６

４
８

４
０

３
４

３
４

４
４

９
１

１
　
２

９
１

９
３
４

２
２

４
０
５

６
７

４
５
４

１
１

十
五

先
負

お
え

尾
母

倉
６．２８
７．２２１

１５．４９

５． ４６

７
３
１

十
六

佛
滅
ひ
ら

く
箕

母
音
６
．２
Ｍ
６
．
５

１
１

十
七

大
安

ヒ
’

つ
今

月
ご

く
６．２６
７．２４１

６． ２４

５
４

５
７

７
６

１

５
５

７
７

十
八

赤
口

た
っ

牛
大
字
つ
６
．２
７．２
８
．５
７．２

１
１

十
九

先
勝

・
で

女
　
　
　
６
．
２
４

Ｊ
０．０
０

１
２

廿
友
引
ふ

つ
虚

今
う

ぼ
１．０
４

１
２

ｍ
　

‾
　

－
｜

「
●
　
」
・

・
Ｗ

０
．
５
　

も
と

も
と

バ
レ

ッ
チ

ヌ
ス
司

２
敦
の
殉
教
の

日
で

あ
る

が
、
こ

２
２
９

３
１
１

５
０
２

１
１
２

５． ３７　 ５１５

１６．４２　１６．０９

５． ５９６． ２３

７． ５５

６． ４７

１８．２８　１７．５１　 １７．１６

０． ３３　 ０． ０２　１１ ．４２　１１ ．１３　１０．４３

２２．５６１２．４３　１２．１２　－

に
一

回
閏

日
が
あ
る
。

【
婚

】
婚
礼
に

直
接
関
係
な
い

が
、

十
四

日
は

「
聖

バ
レ

ン
タ

イ
ン

デ
ー

」
と

い
い

、
欧

米
で

は
こ

の
日

、
女

性
か

ら
男

性
に

プ
ロ

ポ
ー

ズ
を
し
て
も
い

い
と

い
う

風
習

が
あ
る
。

れ
に

ギ
リ

シ
ャ

神
話

の
女

神
の

ロ
マ

ン
ス

が
重

な
っ

た
も

の
ら

し
い

。
最

近
で

は
わ

が
国

で
も

３
。
２
９

剥
白
玉
レ４
白
川
則
剔
釦

２
ん
に
売

ら
れ

る
よ

う
に
な
っ

た
。

８． ２２

７． １１

１９．０８

１． ０３

１３．１５

１
８

０
０

５
４

廿
一

先
負
た
い

ら
危

神
よ

し
６．２
７
．２
２．１
８
．５
７．３
９
．
５

１
２
　
　
１

プ
レ

ゼ
ン

ト
す
る
な
ら
わ

し
を

ま
ね
て
、

女
性

か
ら

男
性

に
わ

３
３

４
９
　
　

一
般

的
に

は
「

福
は

内
、
廠

１
１３
は
外
」

と
福
豆
（

大
豆

の
炒
つ

【
祭

】
「

節
分
」
は

、
本
来
は

四
季

の
移

り
変

わ
る

と
き

の
こ

と
を

い
う

の
で

あ
る
が
、

と
く

に
暦

上
の

一
年

の
最

初
の

日
の

立
春

の
前

日
で

、
地

方
に

よ
っ

て
は

旧
暦

の
大

晦
日

（
お

お
み

そ
か
）
と

し
て

、
そ
れ
ぞ
れ
伝

統
あ
る
行
事
が
行
わ

れ
て
い
る
。

一
般

的
に

は
「

福
は

内
、
鬼

ｔ
ニ

賃
え
；
サ
亡
６．２０
昌

江
昌
尸
訌

辟
言
言
万
言

苴
大
安
ヒ

ら
壁

神
よ

し
６１９
７
．
３
０１

廿
四

赤
口

心
ぶ

る
奎

廿
五

先
勝

あ
茫

婁
十
し

廿
六

友
引

な
る
胃

１
８
訓

６
１
７

６． １７

１７．３２

６． １５

１７ ．３３

廿
七

先
負
お
さ

ん
昴
ｗ
事
よ
し

６
』
４

４
８

６
２
９

５
２

０
３
１

９
８

２
２
５

２
　
１

０． ２８

１０．３４

８． ５９
－

３． ０５

３９

２３

２． ４８　１

１２．２０　１１

１７．３４

３． ５１

１３．２５

０． ５１

９． ４１

４． １０

４． ０４　 ３． ２８

１８．３４　１６．３９

一
粒

多
く

）
だ

け
食

べ
る

厄
よ

け
が

あ
る

。
柊
（
ひ

い
ら

ぎ
）
の

枝
に

イ
ワ

シ
の

頭
を

さ
し
た
り
、

ニ
ン

ニ
ク

な
ど

強
い

臭
気

の
あ

る
も

の
を

添
え

「
邪

気
」

よ
け

を
行
う
風
習
も
あ
る

。
福
豆
を

６
３

５
ま

き
悪

鬼
を

払
う

の
で

追
儺

１
１
．
０

７
．１
２０．０
（
お
に

や
ら
い
）

と
い

い
古
く
か

３
５

０
ら
神
社

仏
閣
で
、

こ
の

儀
式
は

３
．４
８．５

囗
年
男
に

よ
り
行
わ

れ
て

い
る
。

１
　
２

３
５

５
６

４
３

９
２

廿
八

佛
減

り
ら

く
畢

天
お

ん
６．
１

７
．３
４．４
４
．３
４．
３

５
．０
９．
４

２
．
０

１
　

１
　

１
　
２

※
「

海
上

保
安

庁
図

誌
利

用
第

○
三

〇
三

〇
二

号
」

※
東
京
・

晴
海
の
満
潮
・

干
潮

の
時
刻
は

海
上

保
安
庁
刊
行
の
「
令

和
四

年
潮
汐
表
」
か

ら
採
用
し

た
も
の
で
、

異
常

な
気
象
の

影
響

は
考
慮
し

て
い

ま
せ
ん
。

※
行
事
・

休
日

・
祭

り
は

変
更

に
な

る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に

関
係
諸
団
体
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
二

月
の

行
事

下
弦

＝
下

弦
の

月
を

指
す

十
一

日
は
「
建

国
記

念
の
日
」

と
し
て
、

国
民

の
祝

日
に

な
っ

て
い

る
。

二
十

三
日

は
「

天
皇

誕
生

日
」

で
あ
る
。

令
和

の
年

号
に

ふ
さ

わ
し

い
天

皇
家

の
ご

繁
栄

を
お

祈
り
申
し

上
げ
る
。

二
七


